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２年ぶりの体育祭 
 

 
結果の紹介 

競技 優勝 
 チームイエロー 
創造 優勝 
 チームブルー 
総合 優勝 
 チームブルー 

 

今年度の創造テーマ 
「SDGｓ」 
チームレッド 
「らしさ」 
チームブルー 
「海と大地を 
つなぐ」 

チームイエロー 
「人類滅亡」 

 

 

 

 

 

編集 

新潟市立 

高志中等教育学校 

PTA 広報部 

1 年越しの体育祭は、感染対策を徹底した中で実施されました。私たち保護者は新

しい試みとして生配信で競技を観戦し、classi を活用した創造の投票を行いました。

今回、記事を作成するにあたり、６年生の声を聞いてみると、さまざまな答えが返っ

てきました。 

「みんなが合わせてくれてチームが１つになったことを感じた」 

「上級生が主体となり、全員がリーダーに近い意識のもと臨めたのは良かった」 

「頑張ってくれた仲間にはねぎらいができてよかった」 

「今までに感じたことのない達成感ややりがいを得ることができた」 

 最高学年の感想を見ても、初めての状況の中で、最大限の活動を行えたことがうか

がえますね。 

＜前期生保護者より＞ 

前期生では 1・2年生は初めての、3 年生は 2回目の体育祭となりました。当

日、強風の為パネルを体育館へ移動するハプニングがあったり、1 番の敵が風だった

競技があったりとしましたが、たった 1週間の準備期間で、感染対策を考えながら

の創造と競技、道具作成は見事でした。生配信中の時々入る実況・解説が面白かった

です。全学年の協力で、やりきることができた体育祭でした。来年の体育祭では応援

合戦ができるようになるといいですね。 

＜後期生保護者より＞ 

新型コロナウイルス蔓延の影響で 2年ぶりとなる前例のない体育祭となりました

が、コロナ禍でも出来ること、コロナ禍だからこそ出来ることを各リーダーを中心に

アイデアを出し合い感染対策に万全を喫し準備時間や行える競技が限られていながら

も SDGs を組み込んだ素晴らしい創造と競技プログラムでした。生徒全員が真剣

に、でも楽しそうに競技を行っていたのがとても印象的でした。未来に繋がる体育祭

を成し遂げられた事が生徒たちにとって大きな財産になったのではないでしょうか。 

 

  


